
 

 

 

 

（１） 本年度の NIE 活動の概要 

 本年度は、昨年度と同テーマ「地球に生きる一人として自ら問いをもち、課題を我が事として探

究していく子どもの育成」から２年次目の目標「新聞の活用を通して、自分の世界をひろげる姿を

めざして」として、「新聞の良さを見直し活用する」「多様なものの見方や考え方を広げる」こと

を目標とした。 

 活動内容として「新聞コーナーの設置と注目記事の掲示」「職員による“職員 NIE”の掲示」「新

聞を活用した体育、図工、探究、国語、家庭科の授業」を行った。  

 成果としては、新聞が情報源や素材として職員にとって昨年より身近になり、また、子どもたち

にとっても同様な姿が見られた。例えば、昨年度 NIE に積極的に取り組んだ本年度の複式クラスの

５・６年生は、家庭科の学習で「衣生活」についての現状を「新聞」から探し、「衣服は日本に影

響を及ぼすか」というテーマを設定し、探究することができた。このように、自分の知りたい課題

がある場合には新聞が情報源や素材の一つとなるようになってきた。教師からの新聞提示以外にも、

学習などの場面において、子どもたちが自ら選択肢の一つに新聞をとりあげるようになった。 

 しかし一方で、新聞購読をしている家庭が少ない現状は変わらず、日常的に新聞に触れ、自分の

世界が広がっていく環境を整えることの難しさがある。だからこそ、教育現場において、新聞を仲

介役として、子どもたちと本物をつなげていく学習の重要性を感じる。今後も継続していきたい。 

 

（２） 本年度の NIE をはじめる前の状況 

 本校は複式学級により小学校は３学級、全校２６名、中学校も複式学級で１学級１１名である。

昨年度に引き続き、新聞購読が可能な場所を玄関近くに設定し、さらに新聞購読の習慣がない児童・

職員が少なくない中、新たに職員自身が新聞の価値に気付き、教材化の視点をもてるように「職員

による“職員 NIE”の掲示」を行った。 

 研究対象の小５・６年生学級は、家庭で新聞を購読し、自分でも日常的に読んでいる児童が８名

中２名であった。児童の多くはテレビやネットに依存し、批判的視点が不足していた。 

 

（３） NIE 活動の狙い（育てたい力） 

 本校では、子どもたちが「ほんものに触れる」ことをカリキュラムに組み入れることを重視して

いる。しかし、調べる活動において、教師や子どもたちは、身近であり即効性のあるインターネッ

ト利用から脱却するのは難しい状況にある。インターネットを活用することは良いことである反面、

人から直接聞く、学ぶ、実際に体験するという五感を通して学ぶ経験が乏しい傾向がみられる。そ

こで私たちは、新聞が「ほんもの」につながる題材の宝庫であることに焦点を当て、子どもたちと

「ほんもの」をつなぐ仲介役としての活用を考えた。新聞記事で取り上げられた出来事や人物の存

在を知り、そこに記述されている内容をしっかり読み取り、取材対象にアプローチすることができ

れば、新聞記者が書いた記事を第三者として読むことから一歩進み、自分が記事の対象に近付くこ

とで「ほんもの」に触れ、実感として記事に留まらない発見、感動をもつことができる。それが記

事の事実を「我が事化」する入口に立つことだと私たちは考えた。 

「地球に生きる一人として自ら問いをもち、課題を我が事として探究していく

子どもの育成」 

指定校２年次 学校法人いいづな学園グリーン・ヒルズ小学校 青木 佑馬 



 子どもたちは、ネット上の情報を参考にすることが少なくないが、ファクトチェックの視点から

も、新聞社という社会的信用や情報の信頼性と公平性が、「仲介役」として最適な存在であると考

えた。 

 

（４）公開授業以外の NIE の取り組みの状況 

①教職員の NIE に向けた意識付け 

新聞購読の習慣がない職員が少なくない中、職員自身が新聞の価

値に気付き、教材化の視点をもつことを目的として、「職員 NIE」の

展示を始めた。 

数種類の新聞を職員が分担して週末に家に持ち帰り、子どもたち

に知らせたい「押し記事」を１つ、新聞コーナーの一角に掲示する

という試みである。「なぜだろう」「おもしろそう」などのそれぞ

れの視点から記事を取り上げ、教師個人の見解が垣間見えるユニー

クな展示となった。 

 

②各学年の実践 

○１・２年クラス 

体育：「走の運動遊び」「多様な動きをつくる運動遊び」全６時間 

〈単元名〉新聞忍者修行＊素材としての新聞に親しむことを目的とした活動 

・体の前に新聞を貼り付けて落とさずに走る・新聞玉入れ・長い新聞しっぽを地面に

つけずに早く走る・新聞ボールリレー・新聞島から落ちずにゴールする 

図工：「表現領域：造形あそび」 

〈単元名〉「新聞がいろんな形に大変身」 

・小さい新聞で出来上がる世界を創造し楽しむ 

 

○３・４年クラス 

探究：「消費と生産の循環が生活を支え豊かにする」 

・校外学習で学んできたことをひとりずつ、 

新聞にまとめる 

 

○５・６年クラス 

国語：〈単元名〉「主張と事例」 

・新聞記事を元に「主張と事例」とは何かを学習 

家庭科：「衣生活」 

〈単元名〉「衣服は世界に影響をあたえる」 

・新聞記事を活用した調べ学習を実施 

 

（５）公開授業などの活動内容 

◯学年：５･６年生 

◯教科：探究 

「職員 NIE」の掲示物 

パラリンピックに関連する記事



◯単元名：「当たり前ってなんだ！？」(全 33 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯小単元名 「本物に出会い、自分の世界を広げよう！」 

ア．ねらい(主眼) 

今夏のパリパラリンピックで活躍した選手の記事を集め、そ

の中から自分が興味関心を持った選手を一人決め、その選手の

「魅力」を紹介する新聞作りを行う。そのために、新聞には日本

や世界各地の人々の営み、苦労や葛藤が取材され、リアルな現

実が表現されていることを知る。その上で、報道された新聞で

は知り得ない情報をさらに知るために、実際に交流を持つ（手

紙を送る）ことに繋げる。 

本時では、自分が興味を持ったパラリンピックの選手につい

て、その魅力を記事に書いた子どもたちが、お互いの記事を見

合いアドバイスし合うことを通して、その選手に対する興味関

心をさらに高め、手紙を送るためのヒントを得る。 子どもたちが書いた記事 



イ．指導上の留意点 

・「大切なポイント」は事前に明示しておく。 

・単元の最初に使った新聞記事を手元においておく。 

ウ．展開 

 学習活動 予想される児童の反応 指導・評価 時

導
入 

１、今日の学習課題を

確認する。 

「もう一度記事を見直したい」 

「手紙を書くんだ」 

「まだ終わってない」 

・前回までの成果物を

持参する。 

5

展
開 

 

２、記事の内容につい

てアドバイスし合う。 

 

「記事の書き方のコツがあったな」

「視覚障害の方や肢体障害の方な

ど、配慮が必要だったな」 

「目が見えない人にはどうやって伝

えるのだろう」 

「他の人はどんな風に考えたのだろ

う」 

「〇〇さんの発表は△△が良かった

な」 

「専門家（信毎の方々）に聞くのも

良いな」 

 

・時間が限られている

ので、ほしいアドバイ

スを事前に明確にして

おく。 

 

・付箋を使って、相互

アドバイスを行う。 

25

ま
と
め 

３、アドバイスを共有

する。 

「良いアドバイスをたくさんもらっ

たから、相手に伝わる文章が書け

そうだ」 

「自分の言いたいことはだいたい伝

わったかな」 
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◯児童の反応 

 新聞記事を通して、自分が興味を持ったアスリートと出

会った子どもたち。徹底的に調べていく中で、それぞれの

記録や生い立ちなどは概ね知ることができたが、現状の情

報だけではいまひとつその選手の「魅力」に迫ることは難

しいと感じた。そのことが、アスリート本人に直接手紙を

書く動機につながった。また、クラスの仲間の文章を目に

することで、自分にはない視点や表現方法の違いに気が付

くことができた。公開授業後、子どもたちは手紙を書き上げ直接アスリートに送った。そして、２

名の方から返信をいただき、その内容をクラスで共有した際には「本物とつながる」リアルな体感

をみんなで喜び合った。その後、子どもたちが選んだアスリートの一人、ブラインドサッカーの平

林太一選手とは、縁あって直接お会いする機会に恵まれた。平林選手のお話から、子どもたちはた

くさんの衝撃を受けた。その一部は以下の通り（学習発表会の原稿をそのまま掲載）である。 

子どもたちの問い：より良い記事に仕上げるには、さらにどうすべきか？ 

公開授業の様子 



児童 A：そこで本当に衝撃を受けたことがありました。それは、まさに私達のテーマ「当たり前っ

て何！？」と繋がるものでした。私達は、平林選手に「目の前は黒いのか」聞きました。

そこでこんな答えがかえってきました。 

児童 B：そもそも「黒い」がなにかわからない。 

児童 A：色を知らないということです。そんな事、考えたことはありますか？そもそも私達には色

が見えることが、「当たり前」でした。平林選手に、「視力が回復する手術があったら手

術を受けるか」と聞いたら、あってもやらないと言っていました。 

児童 B：これも予想外でした。「漢字などを勉強するのが大変。不便なこともあるけど、生きてい

ける。」とのことでした。 

児童 A：これが実際にお会いした時の写真です。考えてみてください、ある日突然目が見えなくな

ることを。私達は、実際学校の中を目隠しし

て歩きました。隣で友達がガイドをしていた

のに、私は物にぶつかってばかりでした。本

当に目が見えなくなったら、慣れてない私に

は、不便なことだらけになるでしょう。 

児童 B：私は想像すらできないかもしれません。 

 

（６）１年間取り組んだ成果と課題 

 「地球に生きる一人として自ら問いをもち、課題を我が事として探究していく子どもの育成」と

いう研究テーマの２年次であった。これまで紙媒体としての新聞情報に関心が少なかった子どもた

ちが、情報の多様さ、確実さなどから情報源としての新聞の価値に気付き、特に探究の授業の中で、

新聞を積極的に活用する姿が見られるようになったこと、新聞記事を読み深める過程を通し、「事

実」と「意見」を分けてとらえる力が向上したことが 1 年次の成果であり、その土台が根付いた本

年度の NIE 活動であった。 

5.6 年クラスでは「当たり前を疑う」というキーワードが子どもたちに浸透しており、探究学習

の場面で度々飛び交っていた。そして、その際に新聞記事が極めて有効であることを実感すること

ができた。新聞は自分と社会との接点を感じる窓口である。新聞から「授業で学習していることは、

自分の身近な社会で、実際におきているんだ」「自分にもかかわるんだ」「自分と世界はつながっ

ているんだ」ということに気づき、「自分と社会とのかかわり」を感じていくことができる。自分

が普段目や耳にしている世界がいかに一元的であり狭いか。そして「当たり前ではない」というこ

とに気づくか。そのメッセージを新聞から受け取り、様々な探究につなげていくことができた。子

どもたちはパラアスリートの記事をきっかけに、その後はジェンダーの問題にも関心が広がってい

くなど、新聞が持つ「仲介役」としての機能を存分に生かし、学習を深めていくことができている。 

しかし一方で、インターネットの利便性は私たちの学びに大きく影響しており、依然として何か

疑問が出てきた時に、瞬間的に検索ワードを打ち込み、関連する情報の中から必要な項目を選び取

るといった行動に出やすい。この行為自体に制限をかけることは難しいが、果

たして本当にそうだと言えるのか、他の意見はないのか、そもそも誰がそう言

っているのかという NIE から学んだ情報モラルの大切さを今後も子どもたちと

学び続けていきたい。そして、情報獲得の選択肢を広げ、より批判的且つ多面

的に事象を読み解くスキルの獲得を目指したい。 

平林太一選手とブラインドサッカーを体験 


